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キリスト教文化研究所 2015 年度活動報告
運営委員会
　2015 年度は，4 月 9 日，5 月 14 日，6 月 11 日，7 月 9 日，10 月 8 日，11 月 12 日，
12 月 10 日，1 月 14 日，3 月 2 日の計 9 回開催．主に，土曜自由大学（秋のコース）に
ついて，『年報』について，本研究所担当科目「人間論」・「キリスト教と文化」につい




　品川区との共催で，10 月 10 日，24 日の 13：20 ～ 16：10，本学 240 教室において，
各回 2 回の講演を開催した．今年度は「100 年の歩み」を総合テーマとして，各専門分
野の講師陣よりそれぞれの視点からお話しいただいた．講師及び演題は，講演順に次の






　2015 年度は，11 月，12 月の計 2 回，研究会が行われた．
　① 第 1 回研究会





　② 第 2 回研究会
　　日　時：2015 年 12 月 21 日（月）18:00 ～ 19:30
　　演　題：ライプニッツの政治哲学における人間と神

















　　日　時：2014 年 11 月 20 日（木）18:15 ～ 19:45
　　演　題：黄金世紀演劇におけるインディアノ像
　　　　　　― 新大陸成金に対する憧れと嘲りの眼差し ―
Oro,monas y papagayos: el indiano en el teatro del Siglo de Oro
　　講　師：フリアン・ゴンサレス＝バレラ准教授
　　　　　　（セビーリャ大学・当研究所客員所員）
　　会　場：122 教室
　　　※スペイン語スペイン文学科共催講演会として開催
